
鈴
すず

木
き

　靖
やす

宏
ひろ

①
佐
野
市
越
名
町
３
１
３
番
地

②
87 

―
４
１
１
５

③「
教
育
・
子
育
て
」「
健
康
福
祉

と
高
齢
者
支
援
」「
農
業
＆
産
業
振

興
」「
安
全
安
心
と
生
活
環
境
向

上
」こ
の
４
つ
の
政
策
テ
ー
マ
実

現
の
た
め
、
皆
様
と
共
に
市
民
総

活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し
、「
政

治
は
待
っ
た
な
し
。」を
合
言
葉
に

迅
速
か
つ
確
実
な
実
践
活
動
を
し

て
参
り
ま
す
。

鶴
つる

見
み

　義
よし

明
あき

①
佐
野
市
会
沢
町
５
３
６
番
地
１

②
85 

―
３
６
８
７

③
私
た
ち
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
う
ち
、
回
答
者
の
75
％
の
方

が「
今
の
暮
ら
し
に
不
安
が
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
の
は
地
方
自
治
体
と

し
て
の
責
務
で
す
。
先
の
見
え
な

い
大
型
開
発
事
業
よ
り
、
市
民
の

く
ら
し
・
福
祉
優
先
の
市
政
実
現

の
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

山
やま

菅
すげ

　直
なお

己
み

①
佐
野
市
葛
生
西
三
丁
目
１
２
番
７
号

②
85 

―
２
６
４
５

③「
人
」
づ
く
り
、「
夢
」
の
も
て

る
街
づ
く
り
、「
心
」
の
か
よ
い

あ
え
る
街
づ
く
り
の
た
め
に　
　

㈠
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
街

㈡
青
少
年
を
健
全
に
育
成
で
き
る
街

㈢
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街

㈣�

地
域
産
業
の
活
力
あ
る
街
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

春
はる

山
やま

　敏
とし

明
あき

①
佐
野
市
赤
坂
町
６
５
番
地
４

②
24 

―
０
３
７
４

③
13
年
先
、
本
市
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
本
市
は
、
13
年
先
ま
で
に
渡

る
最
上
位
の
計
画「
第
２
次
佐
野

市
総
合
計
画
」創
り
を
目
指
す
最

終
年
度
と
し
て
い
ま
す
。
喫
緊
の

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
や

ミ
サ
イ
ル
へ
の
備
え
も
必
要
に
な

る
の
か
。
困
惑
混
迷
を
増
す
時
代

に
思
う
。

高
たか

橋
はし

　　功
いさお

①
佐
野
市
仙
波
町
２
８
４
５
番
地

②
85 

―
３
０
５
４

③
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
誰
も
が

夢
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
し
て
行

け
る
郷
土
を
創
造
す
る
た
め
、㈠

環
境
・
自
然
の
保
全
。
㈡
子
育
て
・

教
育
・
医
療
の
充
実
。
㈢
定
住
の

促
進
と
空
き
家
対
策
。
㈣
中
山
間

地
域
活
性
化
。
㈤
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
等
を
推
進
し
、元
気
な
佐
野

市
を
め
ざ
し
て
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

久
く

保
ぼ

　貴
たか

洋
ひろ

①
佐
野
市
閑
馬
町
１
６
６
９
番
地

②
65 

―
０
３
１
０

③
私
は「
市
民
の
声
を
市
政
へ
」を

モ
ッ
ト
ー
に
㈠
満
足
度
日
本
一
、

活
力
・
優
し
さ
・
魅
力
あ
る
佐
野

市
づ
く
り
㈡
中
山
間
地
域
と
都
市

の
交
流
促
進
で
活
性
化
㈢
観
光
政

策
で
他
市
と
連
携
、
提
案
提
言
を

行
い
、
情
報
発
信
㈣
全
世
代
の
健

康
増
進
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

岡
おか

村
むら

　恵
けい

子
こ

①
佐
野
市
富
岡
町
１
３
８
番
地
２

②
24 

―
２
７
３
８

③「
く
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
市

政
実
現
」に
む
け
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
、
安
心
で
き
る
介
護
保
険
、

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
窓
口
無

料
化
、
子
育
て
支
援
で
は
保
育
料

や
教
育
費
の
負
担
軽
減
、
高
校
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
料
化

な
ど
公
約
実
現
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

井
い

川
がわ

　克
かつ

彦
ひこ

①
佐
野
市
植
野
町
２
１
３
８
番
地
１
１

②
24 

―
２
８
４
０

③
佐
野
市
の
新
し
い
方
針
の
最
上

位
に
置
か
れ
た
定
住
促
進
。
交
流

拠
点
都
市
の
魅
力
を
生
か
し
従
業

員
も
含
め
た
企
業
誘
致
や
固
定
資

産
税
の
軽
減
、魅
力
あ
る
子
育
て

環
境
と
文
化
教
育
の
質
の
向
上
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
、高
齢
者

に
優
し
い
公
共
交
通
の
拡
充
な
ど

佐
野
の
魅
力
づ
く
り
に
邁
進
致
し

ま
す
。

篠
しの

原
はら

　一
かず

世
よ

①
佐
野
市
下
羽
田
町
１
０
３
１
番
地
３

②
22 

―
６
０
１
７

③
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
抑
制
策

と
し
て
定
住
促
進
を
推
進
テ
ー
マ

に
掲
げ
た
事
は
、
時
宜
を
得
た
政

策
で
あ
り
、
対
応
策
と
し
て
雇
用

の
様
々
な
選
択
肢
、
子
育
て
支
援

の
拡
充
、
大
学
ま
で
の
学
費
無
料

化
等
、
産
学
官
連
携
で
佐
野
市
の

未
来
を
構
想
す
る
事
が
必
要
と
考

え
る
。

飯
いい

田
だ

　昌
まさ

弘
ひろ

①
佐
野
市
堀
米
町
８
１
番
地
７

②
22 

―
８
５
２
３

③
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
到

来
で
、
扶
助
費
の
増
加
や
一
般
財

源
の
減
少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
安

定
し
た
仕
事
や
新
し
い
人
の
流
れ

を
創
出
し
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
高
齢

者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

を
め
ざ
し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
投
球
い
た
し
ま
す
。

議会からこんにちは　2017.6.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 ④


